
【報道関係者各位】 

2017年 4月 23日 

高円宮牌 2017 ホッケー日本リーグ女子：第 1節第 2日開催 

『立命館ホリーズ』 (4対 1) 『駿河台大学 LADYBIRDS』 

『コカ・コーラウエストレッドスパークス』 (2対 2) 『天理大学ベアーズ』 

『ソニーHC BRAVIA Ladies』 (5対 0) 『グラクソ・スミスクライン Orange United』 

『東海学院大学』（6対 0）『聖泉大学』 

『山梨学院 CROWNING GLORIES』（2対 1）『南都銀行 SHOOTING STARS』 

 

本日 4 月 23 日(日)、ホッケー日本リーグ機構（略称：HJL、理事長：奥田 好廣）主催の高円宮牌

2017 ホッケー日本リーグ女子は、富山県小矢部市・小矢部ホッケー場と山梨県甲府市・山梨学院ホッケ

ースタジアムの 2会場で第 1 節第 2日を開催いたしました。 

 

富山県小矢部市・小矢部ホッケー場では、『立命館ホリーズ (以下、立命館 )』は、『駿河台大学

LADYBIRDS(以下、駿河台大)』と対戦し、4 対 1 で『立命館』が勝利しました。『コカ・コーラウエストレッドス

パークス(以下、コカコーラ)』は、『天理大学ベアーズ(以下、天理大)』と対戦し、2 対 2 で引き分けに終わりま

した。『ソニーHC BRAVIA Ladies(以下、ソニー)』は、『グラクソ・スミスクライン Orange United(以下、

GSK)』と対戦し、5対 0 で『ソニー』が圧勝しました。 

 

また、山梨県甲府市の山梨学院ホッケースタジアムでは、『東海学院大学』は、『聖泉大学』と対戦し、6 対 0

で『東海学院大学』が大勝しました。山梨学院 CROWNING GLORIES(以下、YGU)』は、『南都銀行

SHOOTING STARS(以下、南都銀行)』と対戦し、2対 1 で『YGU』が接戦の上、勝利しました。 

 

 

各ゲームの詳細は次ページをご参照ください。 

 



＜富山県小矢部市・小矢部ホッケー場＞ 

『立命館』は、『駿河台大』と 10時から対戦し、4対 1 で『立命館』が勝利しました。 

どちらが勝つか予想できないと思われていた試合を圧倒的な強さで制した『立命館』主将の笠丸千夏(かさまる

ちなつ)選手は、「駿河台大学とは昨年のホッケー日本リーグでの大事な試合で負けて悔しい思いをしまし

た。今回は、チーム全員で圧倒的な強さで勝利するために練習を積んでリーグ戦に挑んできました。昨年、

怪我で出場機会が少なかった攻撃的ミッドフィールダーの佐々木萌(ささきもえ)選手が復帰し、中盤から

前線にかけてクサビをつくり、ボールをキープしてゲーム展開することが可能となったことも嬉しいし、チームを

優位にしてくれたことも要因のひとつだと思います。結果的に4対1で勝てたことは素直に嬉しいですが、3

点を取って勝利の確信から安心をしてしまったのか、パスミスやクリアミスが続き、第4クォーターで相手のペ

ースに持ち込まれて失点をしてしまったことの気の緩みが今後の課題です。初戦は負けたので、まずは 4

対 1で勝てたイメージをチームに浸透して、課題克服の話し合いと練習を重ねてモチベーションを保ちなが

ら、これからのリーグ戦を戦っていきたいと思います」と語ってくれました。 

 

＜左写真:2 点目を挙げた#9 後本わかな選手(エンジシャツ)がスピードに乗ったドリブルからシュートを放つ＞ 

＜右写真:4 点目を挙げた#19浦田果菜選手の得点にハイタッチで祝福する選手たち＞ 



＜富山県小矢部市・小矢部ホッケー場＞ 

『コカコーラ』は、『天理大』と 11時 40分から対戦し、2対 2 で引き分けに終わりました。 

『天理大』の長谷部監督は、「相手のミッドフィールダーがワイドポジションでしたので、相手の外から中への攻撃

に時間を掛けさせ、学生としてはしっかりと粘って競った試合にもっていけたと思います。次の試合は大学生同

士なので、しっかりと勝ち点を取れるように、もう一度時間を掛けて作り上げて頑張りたいと思います」とコミュニケ

ーションの大切さを語ってくれました。また、主将の中村瑛香(なかむらえいか)選手は、「次は大学生対決となる

ので、そこでしっかりと勝ち切るということを目的としました。もっと得点能力も必要ですし、最後まで我慢して粘っ

て守りきることが大切だと思うので、その辺りを強化していきながら、勝ち切れるように頑張りたいと思います」と、

本日の引き分けに満足せず、気を引き締めていきたいと述べてくれました。 

『コカコーラ』のネール・アンドリュー・ホーグッド監督は、「十分と相手陣内に攻め込んでいたのだが、得点に繋が

っていなかったというところが難しかった。次の試合に向けては、重要なエリアでのゴール前での技術というのは精

度を上げ磨いていきたいと思います」と次節の意気込みを語ってくれました。主将の新井麻月(あらいまずき)選

手は、「開幕して 2 戦目となるのですが、まだチームとして確立できていない部分がある。トライはできているので、

コカコーラのチームとして確立できるように、しっかりと修正して次へ臨みたいと思います」と冷静に語ってくれまし

た。 

 

＜左写真:社会人相手に華麗なテクニックとスピードあるドリブルで攻める#10松本夏波選手(黒シャツ)＞ 

＜右写真:地元小矢部市出身で現在も活躍している#2中尾明日香選手のオーバーラップ＞ 

 



＜富山県小矢部市・小矢部ホッケー場＞ 

『ソニー』は、『GSK』と 13時 20分より対戦し、5対 0 で『ソニー』が大勝しました。 

『ソニー』の永井監督は、「今日も相手チームのGSKが闘志溢れるプレーを全面に出してきて、普段とは違った

戦いで挑んできました。それに対してソニーも戸惑ったところはありましたが、それをしっかりとグランドの中で解決

して、自分たちのペースに持っていけたのは、すごく評価に値するものだと思います。新体制になり、センターパス

から少しの間、不安げな部分で試合を運んでいることはまだまだありますが、ホッケー日本リーグは長期戦となり

ますので、早いタイミングで調整して、高いパフォーマンスを観客の皆さんにお見せできるようにしていきたいと思い

ます」と語ってくれました。 

『GSK』主将の齋藤美咲(さいとうみさき)選手は、「自分たちの強い点と弱い点を洗い出して分析し、それぞれ

の課題を練習してきて挑んだのですが、パスミスやレシーブミスといった、ちょっとした精度の低さが積み重なって、

相手チームにペースを持っていかれたのが敗因であり、これからの課題です。次節に向けて改善しなくてはいけな

いところがみつかったので、しっかりと練習をして頑張っていきたいと思います」と述べてくれました。 

 

＜左写真:中盤でゲームをコントロールする#13 真野由佳梨選手＞ 

＜右写真:#5 一谷麻実選手の得点に駆け寄る選手たち＞ 

 



＜山梨県甲府市・山梨学院ホッケースタジアム＞ 

『東海学院大学』は、『聖泉大学』と 10時より対戦し、6対 0 で『東海学院大学』が勝利しました。 

『東海学院大学』の小林監督は試合を振り返って、「昨日は雑な試合で負けて反省をした。フィールドゴール

はなかなか難しいと考えていたが、ペナルティコーナーでもよいから、とにかくゴール前にボールを集めることを心掛

けていた。何本か良い形で得点は取れていた。もう少しペナルティコーナーから得点が欲しかったので、これから

修正していきたい」と述べ、次戦の『立命館ホリーズ』戦について、「パスワークがまだ雑なので、もう 1 回、今回

の反省を踏まえて臨みたい。相手もパスつなぎが上手なチームなので、しっかりと対抗できるように頑張っていき

たい」と語ってくれました。 

 

＜左写真:主将・大谷愛風(おおたにまなか)選手(左:紺シャツ)と、渡久山京香(とくやまきょうか)選手(右:赤シャツ)の対峙＞ 

＜右写真:2 得点を挙げた主将・大谷愛風(おおたにまなか)選手(左から 2番目#8)に祝福する選手たち＞ 

 



＜山梨県甲府市・山梨学院ホッケースタジアム＞ 

『YGU』は、『南都銀行』と 11 時 40分より対戦し、2対 1 で『YGU』が勝利しました。 

『YGU』主将の藤林千子(ふじばやしちこ)選手は勝利について、「自分が入学してから南都銀行には、一度も

勝ったことがなかった。相手は実業団で上手いチームだが、とにかく勝つという強い気持ちだけをもって挑みまし

た」と述べ、自身の先制点を「ずっと練習してきた形が、南都銀行相手に決めることができて、とてもうれしい」と

喜びを隠しくれない様子で話してくれました。『南都銀行』主将の野村香奈(のむらかな)選手は負けてしまった

ことについて、「相手に合わせたわけではないが、受け身に回ってしまった。自分たちのペースで有利に試合を展

開していくことができなかった。周りを見ることができず、ボールを見過ぎてしまったことも敗因だと思う」と述べ、ゲ

ームの流れについて「連続失点は気持ちの問題。切り替えがうまくできず、チームの悪いところがすべて出てしま

った展開となった。若いチームだが、これが課題だと思う」と語りました。 

 

 

＜左写真:先制点を挙げた藤林千子選手（右#2）とハイタッチをする田中花歩選手（左#18）＞ 

＜右写真:ドリブル突破を図る今尾明穂選手（左#12）＞ 

 

 

本日の結果による順位表は、以下ご参照ください。 



 

※次節からの高円宮牌 2017ホッケー日本リーグ女子日程は、次頁ご参照ください。 



＜高円宮牌 2017 ホッケー日本リーグ女子：試合日程＞ 

 

 

本件に関する報道関係者からの問合せ先 

ホッケー日本リーグ機構：福島 雄裕(ふくしまたけひろ) 

090-6907-6589（info@hjl-hockey.jp） 


